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公明党静岡市議会 都市デザイン２０２０ 

挑む！静岡市～未来の活力創生を見据えて～ 

 ChallengeⅠ 人口減少に挑む！「輝きと活力のあるまち」 

ChallengeⅡ 少子化に挑む！ 「子どもの希望が光るまち」 

ChallengeⅢ 高齢化に挑む！ 「健康・活動寿命を伸ばすまち」 
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静岡市長 田辺信宏様 

平成２８年１１月２１日 

                            公明党静岡市議会                        

代表 岩崎 良浩     

 

公明党 平成２９年度予算要望  

 

公明党静岡市議会は、新静岡市誕生から４年ごとのまちづくりに向け

た都市ビジョンを策定し政策提言を行ってきた。そして本年、政令指定

都市移行１０周年を迎えたことをふまえ、今後４年間２０２０年を目指

した人口減少・少子化・高齢化に立ち向かうための新たな都市デザイン

「挑む！静岡市～未来の活力創生を見据えて～」を策定した。 

平成２９年度は、第３次静岡市総合計画が始まり３年目。前期計画４

年の折り返し地点となり、これまで進めてきた総合計画の各事業の効果

が見えてくる年となる。２０２５年に人口７０万の維持という大きな目

標に向かって、魅力ある活気に満ちたまち、そして生まれてから最期ま

で生涯安心して安全に暮らしていけるまちを創り上げていかなければな

らない。この為、行政と市民そして事業者が一体となってオール静岡で

支え合う仕組みを構築していく必要があると考える。 

ここに公明党静岡市議会は、未来の静岡市の発展を力強く切り拓く視

点に立って、平成２９年度予算編成における要望書を提出する。 
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Ⅰ

【輝きと活力のあるまち 】 

Ⅱ

【 子どもの希望が光るまち】  

Ⅲ

【 健康・活動寿命を伸ばすまち 】 
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アセットマネジメントの推進、県や周辺市町と連携した事業の展開などにより、市

の活性化に向け少子高齢化人口減少社会に対応した都市経営基盤を確立する。 

 

 

①

②

③

④

⑤

ChallengeⅠ 人口減少に挑む！ 

【輝きと活力のあるまち 】 

 都市の魅力を高め、人が集まる街づくりのために行政が経営という考え方を
取り込む必要がある。また行ってみたいまち、住みたいまちとしてハード・
ソフトの両面から選ばれるまちづくりを進める。 
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雇用の創出、観光産業の推進、シティーセールスの強化とＭＩＣＥの推進など本市

の経済を元気にする施策を積極的に進める。 

 

⑥

⑦

⑧

⑨
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⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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⑮

⑯

安心安全に暮らせる生活空間の確保のため、社会インフラ整備など、様々な施策を

講じる。 

⑰

⑱
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㉞

㉟

㊱

㊲

㊳
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妊娠、出産、育児までの切れ目のない相談体制の確立と支援体制の強化を図ること

により、子どもを産み育てやすいまちとしてのブランドを構築する。 

㊴

㊵

㊶

㊷

ChallengeⅡ  少子化に挑む！ 

【子どもの希望が光るまち】 

 
いつでも希望を持った子どもの笑顔が絶えない、そして女性が安心して社会
で活躍できる環境づくりこそが、今の社会に最も必要とされている姿です。 
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㊸

㊹

全ての子どもが安心して良質な教育が受けられるよう、ハードソフト両面から学び

の環境を整備するとともに放課後の子どもの居場所つくりや、地域と連携した環境の

改善に取り組み地域を愛することのできる子どもを育む。 

 
 

㊺

㊻

㊼
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㊽

㊾

㊿

○51

発達障害児者支援の拡充、障がい者施設整備、自立支援事業の充実を初め、制度の

谷間の無い支援を図る。 

 

 

○52

○53
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地域と医療・介護が連携した新たな拠点の形成を行い、介護予防と生きがいの創出、

高齢者が安心して暮らせる住宅の提供など、いつまでも高齢者が住み慣れた地域で元

気に生活できる制度の早期確立。 

 

 

○54

○55

○56

○57

○58

ChallengeⅢ  高齢化に挑む！ 

【 健康・活動寿命を伸ばすまち 】 

 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に向け、高齢者がいつまでも元気
でいきいきと地域の中で活躍できる仕組みづくりを目指す。 
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○59

がん教育、口腔ケアの推進など予防医療により健康の維持を増進させる。 

 

 
○60

○61

○62

○63
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